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【公開日】平成19年11月29日(2007.11.29)
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【国際特許分類】
   Ｃ０２Ｆ   1/44     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  19/00     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  61/58     (2006.01)
   Ｃ０２Ｆ   1/32     (2006.01)
   Ｃ０２Ｆ   1/20     (2006.01)
   Ｃ０２Ｆ   1/72     (2006.01)
   Ｃ０２Ｆ   1/78     (2006.01)
   Ｃ０２Ｆ   9/00     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  61/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０２Ｆ   1/44    　　　Ｊ
   Ｂ０１Ｄ  19/00    　　　Ｆ
   Ｂ０１Ｄ  19/00    　　　Ｈ
   Ｂ０１Ｄ  19/00    １０１　
   Ｂ０１Ｄ  61/58    　　　　
   Ｃ０２Ｆ   1/32    　　　　
   Ｃ０２Ｆ   1/20    　　　Ａ
   Ｃ０２Ｆ   1/72    １０１　
   Ｃ０２Ｆ   1/78    　　　　
   Ｃ０２Ｆ   9/00    ５０２Ｆ
   Ｃ０２Ｆ   9/00    ５０２Ｎ
   Ｃ０２Ｆ   9/00    ５０２Ｒ
   Ｃ０２Ｆ   9/00    ５０２Ｚ
   Ｃ０２Ｆ   9/00    ５０３Ａ
   Ｃ０２Ｆ   9/00    ５０４Ｂ
   Ｂ０１Ｄ  61/04    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年11月17日(2008.11.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　原水をｐＨ６以下に調整する第１のｐＨ調整装置、
　ｐＨ調整された原水を脱気する脱気装置、
　脱気水を脱塩するとともに有機物を除去する第１の逆浸透膜装置、
　第１の逆浸透膜装置から得られる第１の透過液をｐＨ８．５以上に調整する第２のｐＨ
調整装置、
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　ｐＨ調整された第１の透過液を脱塩するとともに、第１の逆浸透膜装置を透過した有機
物を除去して高純度水を得る第２の逆浸透膜装置、および
　第２の逆浸透膜装置から得られる第２の濃縮液を酸化処理して、第１の逆浸透膜装置を
透過した有機物を酸化分解し第１の逆浸透膜装置に返送して脱塩するとともに有機物を除
去するように供給する酸化処理装置
　を含む高純度水の製造装置。
【請求項２】
　酸化処理装置が、紫外線酸化処理装置である請求項１記載の装置。
【請求項３】
　酸化処理装置が、１８０ｎｍ以上の紫外線を用い０．０５～０．３ＫＷＨ／ｍ３で紫外
線酸化処理する紫外線酸化処理装置である請求項１記載の装置。
【請求項４】
　原水をｐＨ６以下に調整して脱気し、
　脱気水を第１の逆浸透膜装置で脱塩するとともに有機物を除去し、
　第１の逆浸透膜装置から得られる第１の透過液をｐＨ８．５以上に調整し、ｐＨ調整し
た第１の透過液を第２の逆浸透膜装置で脱塩するとともに、第１の逆浸透膜装置を透過し
た有機物を除去して高純度水を得、
　第２の逆浸透膜装置の濃縮液を酸化処理して、第１の逆浸透膜装置を透過した有機物を
酸化分解し第１の逆浸透膜装置に返送して脱塩するとともに有機物を除去するように供給
する
　高純度水の製造方法。
【請求項５】
　酸化処理が、紫外線酸化処理である請求項４記載の方法。
【請求項６】
　酸化処理が、１８０ｎｍ以上の紫外線を用い０．０５～０．３ＫＷＨ／ｍ３で紫外線酸
化処理する処理である請求項４記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明は次の高純度水の製造装置および方法である。
　（１）　原水をｐＨ６以下に調整する第１のｐＨ調整装置、
　ｐＨ調整された原水を脱気する脱気装置、
　脱気水を脱塩するとともに有機物を除去する第１の逆浸透膜装置、
　第１の逆浸透膜装置から得られる第１の透過液をｐＨ８．５以上に調整する第２のｐＨ
調整装置、
　ｐＨ調整された第１の透過液を脱塩するとともに、第１の逆浸透膜装置を透過した有機
物を除去して高純度水を得る第２の逆浸透膜装置、および
　第２の逆浸透膜装置から得られる第２の濃縮液を酸化処理して、第１の逆浸透膜装置を
透過した有機物を酸化分解し第１の逆浸透膜装置に返送して脱塩するとともに有機物を除
去するように供給する酸化処理装置
　を含む高純度水の製造装置。
　（２）　酸化処理装置が、紫外線酸化処理装置である上記（１）記載の装置。
　（３）　酸化処理装置が、１８０ｎｍ以上の紫外線を用い０．０５～０．３ＫＷＨ／ｍ
３で紫外線酸化処理する紫外線酸化処理装置である上記（１）記載の装置。
　（４）　原水をｐＨ６以下に調整して脱気し、
　脱気水を第１の逆浸透膜装置で脱塩するとともに有機物を除去し、
　第１の逆浸透膜装置から得られる第１の透過液をｐＨ８．５以上に調整し、ｐＨ調整し
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た第１の透過液を第２の逆浸透膜装置で脱塩するとともに、第１の逆浸透膜装置を透過し
た有機物を除去して高純度水を得、
　第２の逆浸透膜装置の濃縮液を酸化処理して、第１の逆浸透膜装置を透過した有機物を
酸化分解し第１の逆浸透膜装置に返送して脱塩するとともに有機物を除去するように供給
する
　高純度水の製造方法。
　（５）　酸化処理が、紫外線酸化処理である上記（４）記載の方法。
　（６）　酸化処理が、１８０ｎｍ以上の紫外線を用い０．０５～０．３ＫＷＨ／ｍ３で
紫外線酸化処理する処理である上記（４）記載の方法。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　本発明によれば、第１のＲＯ装置で脱塩するとともに有機物を除去した第１の透過液を
、第２のＲＯ装置で脱塩するとともに、第１の逆浸透膜装置を透過した有機物を除去し、
第２のＲＯ装置から得られる第２の濃縮液を酸化処理して、第１の逆浸透膜装置を透過し
た有機物を酸化分解し第１のＲＯ装置に返送して脱塩するとともに有機物を除去するよう
にしたので、水回収率を高くして大量の高純度水を回収するとともに、有機物を効率よく
除去して有機物濃度の低い高純度水を低コストで得ることができる。
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